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１．研究計画の概要 
 本研究では東南アジア地域で優占してい
る樹種で生態的にも林業的にも重要である
フタバガキ科の数種を対象として、東南アジ
ア各国と協力し DNA レベルでの大規模な系
統地理学的研究を行なう。それぞれの地域の
保有する遺伝的な特徴を明らかにし、最終的
には材の産地識別のための DNA データベー
スの構築を行うことを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）目的の樹種の集団サンプルはほぼ終了
した。これまでに S. leprosula ではマレー半
島、ボルネオ島，スマトラ島、ジャワ島で 28
集団を収集した。S. parvifolia は同様に 4 地
域で 13 集団を収集した。 
（2）核 DNA マーカー開発のために Shorea 
leprosula で 約 10000 ク ロ ー ン か ら
EST(Expressed Sequence Tag)を取得した。
Shorea leprosulaのESTベースのDNAマー
カーは 40 遺伝子座が開発できた。 
（3）葉緑体 DNA 多型のスクリーニングでは
17 領域を探索して、S. leprosula では 5 領域
（trnD – trnT、petB intron、petL – psbE、
psbJ – petA、rps16 - trnK）で多型がみられ、
S. parvifolia では 4 領域（petL – psbE、psbJ 
– petA、rpl32 – trnL、trnQ - rps16）で多型
が見られた。これらを用いて集団の解析を予
備的に行ったところ、2 種ともにマレー半島
とボルネオ島の集団間では大きな遺伝的な
分化が見られた。S. leprosula では地理的な
位置と遺伝的な位置に関係が見られた。また
S. parvifolia では、S. leprosula ほど明瞭な
地理的な勾配は見られなかった。 
（4）これらをこれまでに開発した葉緑体

DNA多型及びEST-SSRマーカーで解析を開
始した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 当初の研究計画で策定した計画は予定通
りに進捗している。現段階では収集した集団
サンプルの葉緑体 DNA多型及び ESTベースの
マーカーで解析を行っており、予定通りに本
研究が終了するものと期待される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 次年度は収集した集団サンプルの分析を
終了させ、遺伝的多様性、集団間分化などの
集団遺伝学的パラメータを算出し、DNA デ
ータベースを完成させる。 
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